
令和 3年度第 1回中郷区地域協議会次第 

 

 

 

日 時:令和 3年 4月 28日(水)18時 00分～ 

場 所:中郷コミュニティプラザ ホール 

 

 

１ 開 会 

 

２ 勉強会 

      上越市の移住促進について ・・・・・・・・・・・別添資料 

 

３ 協 議 

 

 （１）自主的審議事項について・・・・・・・・・・・・・・・資料№1 

 

４ 報 告 

 

（１）中郷区の主な事業について・・・・・・・・・・・・・・資料№2 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 

 

 

 

 

 



 

令和３年５月○○日 

（ 案 ） 
上越市長 村山 秀幸 様 

中郷区地域協議会会長 竹内 靖彦 

 

勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金の活用による 

「未来の子ども達がいつまでも住み続けたいまちづくり」についての意見書 

 

 市長におかれましては、人と地域が輝き、活力のある持続可能なまちづくりの推進に

日々ご尽力いただき深く感謝申し上げます。 

 さて、本基金の取扱いについては、「基金条例に規定する使途目的の事業に、基金残額

の全てを充当した上で条例を廃止するとともに、交付金を一般財源化する」と市から方針

が示されております。 

 これを受け、当地域協議会では市の方針を基本的に容認する形を取り、使途目的の事業

に中郷区における地域課題の解決を図るべく、地域住民の意見も聴きながら基金の活用

策を自主的審議事項において審議してまいりました。 

まず、平成３０年度から「二本木駅を核とした地域活性化」をテーマとした事業への活

用を審議し、令和元年度に「二本木駅前トイレの改築」、令和２年度に「駅前駐車場の改

修」を行い、実を結んでまいりました。 

 引き続き新たなテーマとして「未来の子ども達がいつまでも住み続けたいまちづくり」

への活用について地域協議会での協議はもちろん、小中学生や学校関係者、また、地域住

民との意見交換会を経て、このたび一定の結論を導き出したところであります。 

 つきましては、下記事業への基金残額活用をもって本審議に区切りをつけたいと考え

ておりますので、令和４年度に実施していただきたく要望します。 
 

記 
 

【１ 夕日ヶ丘整備事業】 

  中郷小学校の校庭にある丘を夕日ヶ丘と呼んでいる。ここには遊歩道が整備されて

おり夏場のランニングや冬場のクロスカントリースキーコースとして利活用している

ほか、小川未明から贈られた詩が彫られている石碑などが設置されており、子ども達の

休み時間の遊び場や語らいの場となっている。 

  しかし、遊歩道が経年劣化により段差や起伏が大きくなってきているほか、植樹が老

木や枯木となっているものもあり、倒木による危険性が高まっていることから整備を

行い安全確保と利便性の向上を図るもの。 

【２ 桜の植樹事業】 

  旧中郷村の象徴の花木である“桜”を守り育てて将来に残していくため、各所の老木

や枯れた桜を植え替えるもの。 

【３ 縄文公園整備事業】 

  縄文遺跡の宝庫である中郷のシンボルとして整備された公園であるが、施設が経年

劣化してきている。縄文時代の暮らしや文化に触れ、改めて中郷の歴史を考え楽しんで

もらえる施設とするため、整備するもの。 

【４ 講演会事業】 

  子ども達の心に残る事業を実施し、将来の夢や希望に向かって進めるよう、また、成

長のきっかけとなるような講演会を行うもの。 

 

 以上、「未来の子ども達がいつまでも住み続けたいまちづくり」の具現化を図るため、

市からご理解ご協力いただきたく意見書を提出します。 

資料№１ 

第 1回 中郷区地域協議会 

Ｒ3.4.28 



〇具体的な事業内容 

 

【１ 夕日ヶ丘整備事業】 

 ①遊歩道の改修及び立木伐採 

   遊歩道に敷いてあるウッドチップが経年劣化していることから取り除いて芝張を

設置する。併せて危険な枯木や枝木等を伐採するもの。 

 ②石碑洗浄及び説明板設置 

   小川未明の詩を拓本した際の汚れが付いているため、碑を洗浄する。併せて碑を紹

介する説明板を新設するもの。 

 ③案内看板設置 

   学校の入口に夕日ヶ丘の由来や、設置されている６個の石碑などの位置や説明を

記した案内看板を新設するもの。 

 ④スノーモービル格納庫の整備 

   クロスカントリースキーのコース整備用として使用しているスノーモービルの既

存の格納庫が経年劣化しているため、更新するもの。 

 

【２ 桜の植樹事業】 

   二本木駅前と中郷中学校の枯木５本程度を植え替えるもの。 

 

【３ 縄文公園整備事業】 

 ①説明板設置 

   モニュメント等の既存の説明板が経年劣化して読めなくなっているため、更新す

るもの。また、竪穴式住居の説明板を新設するもの。 

 ②案内誘導看板設置 

   国道１８号からの入口に案内誘導看板が無く場所が分かり難いため、看板を設置

するもの。 

 ③東屋設置 

   自然豊かな公園であるものの日陰が少ないため、休憩所に東屋を新設するもの。 

 ④桜の植樹 

   縄文公園と周辺の松ヶ峯桜並木道路には桜が植栽してあるが、松ヶ峯桜並木道路

から縄文公園に繋がる道路には桜がないため、桜１２本程度を植栽し連続した桜並

木を形成するもの。 

 

【４ 講演会事業】 

   話を一方的に聞くだけの場ではなく、子ども達も参加できるものを行う予定。 

   講師や日程等については今後検討していく。 

 

 

 

参考資料 



所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較

＜総務・地域振興グループ関係事業＞

1 コミュニティプラザの管理運営 自治・地域振興課 16,972 17,614 △ 642

2 地域協議会費 自治・地域振興課 320 352 △ 32

3 地域活動支援事業 自治・地域振興課 5,500 5,500 0

4 地域振興事業 自治・地域振興課 1,264 1,096 168

5 町内会関係費 共生まちづくり課 2,728 4,280 △ 1,552

6 街頭整備・維持管理事業 市民安全課 0 1,040 △ 1,040

7 災害対策費(防災行政無線設備の更新・維持管理) 危機管理課 97,308 47,255 50,053

8 消防施設管理費 危機管理課 10,981 2,575 8,406

　　　　　　　　　　　　　令和３年度　中郷区における主な事業

令和3年度当初予算(単位：千円)

事業名・事業内容

※　全市で行っている個人への給付や補助金事業及び中郷区分を区分け
できない事業等は除いています。

　地域における多様な地域活動の場を提供するとともに、その活動を総合的に支援し、地
域住民による自主的・自立的な地域づくり活動を促進する。
　　　・施設管理経費、光熱水費ほか
<予算増減の主な要因>
　　 ・長期委託契約の入札差額による減、過年度実績に基づく使用料等の減

　地域協議会の活動を通じて地域の課題に対してよりよい解決策を導き出すとともに、地
域住民の意見を市政に反映し、市民主体のまちづくりを推進する。
　　　・地域協議会の開催、地域協議会委員の研修、地域協議会だよりの発行経費

　地域の課題解決や活力向上を図るため、地域活動資金を28の地域自治区に配分し、地域
住民の自発的・主体的な取組を推進する。
　　　・中郷区補助金配分額

　地域振興に資する個性豊かな事業等の実施を通じ、地域やコミュニティの活性化を図
る。
　　　・なかごう夏まつり補助金、中郷雪ん子まつり補助金

　町内会との連携・協力の下、行政情報を迅速かつ適切に市民に伝達することで、円滑な
市政運営を図るとともに、町内会活動に資する情報提供及び補助事業により町内会活動を
支援し、活力ある地域づくりを推進する。
　　　・町内会事務委託料、消耗品、手数料
＜予算増減の主な要因＞
　町内会集会場修繕工事の減

　消防車両、小型動力ポンプ、消防水利等の施設及び備品を適正に維持管理し、消防活動
が確実かつ安全に実施できる環境を確保する。
　　　・消防車両、小型動力ポンプの維持管理経費
      ・南部消防器具置場新築工事(8,800千円）
　　　　※ 特定防衛施設周辺整備調整交付金充当(8,620千円）
＜予算増減の主な要因＞
　　　・南部消防器具置場新築工事、防火水槽漏水修繕工事を行うことによる増

　災害発生時において、重要な通信手段である防災行政無線システムを適切に維持管理
し、災害時における通信手段を確保する。
　合併前から運用してきた中郷区、板倉区及び清里区の無線設備の更新にあわせて、令和3
年度までの3か年計画により、市の防災行政無線システムを一元化する。
　　　・防災行政無線システム遠隔制御装置の設置、屋外拡声子局の更新
　　　・防災行政無線システム、戸別受信機の保守管理委託ほか
＜予算増減の主な要因＞
　  　・防災行政無線更新工事（戸別受信機分）の増

　適切な防犯灯の整備、維持管理を行い、市民の安心・安全な通行を確保する。
＜予算増減の主な要因＞
　事業の実施がないため減

資料№2

第１回　中郷区地域協議会
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所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較事業名・事業内容

9 地域公共交通運行対策費(乗合タクシー)の運行補助 交通政策課 3,287 2,044 1,243

10 駐車場管理費 用地管財課 405 21,899 △ 21,494

11 自然循環型農業推進事業(環境保全型農業直接支払交付金)
農政課

(板倉区産業Ｇ)
4,161 4,038 123

12 中山間地域等活性化対策事業(中山間地域等直接支払交付金)
農政課

(板倉区産業Ｇ)
18,623 14,709 3,914

13 農業用施設等維持管理費(多面的機能支払補助金)
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

24,674 22,720 1,954

14 農業用施設等維持管理費(中郷区農業用施設等維持管理費)
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

3,165 2,992 173

15 土地改良事業(ため池整備工事(地震･豪雨対策型))
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

1,595 1,100 495

16 県単農業農村整備事業
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

7,744 0 7,744

　県補助金により農地・農業用施設の整備を行う
　　　・稲荷山地区農道舗装
＜予算増減の主な要因＞
　新規事業

　担い手の育成等による農業生産活動を通じて、中山間地域における耕作放棄の発生を防
止し、多面的機能を確保する観点から、協定に基づき5年以上継続して農業生産活動等を行
う農業者を支援する。
　　　・中山間地域等直接支払交付金　8協定(7集落)
＜予算増減の主な要因＞
　1協定増、交付金の対象となる農地の取組面積が増えたことによる増

　農業者が主体となって構成する組織が中心となって、農村の環境や農業用水利施設等の
保全管理を行い、農業の持続的な発展と食料の安定供給・農地の多面的機能の発揮を図
る。
　　　・多面的機能支払補助金　10協定(10集落)
＜予算増減の主な要因＞
　長寿命化交付金の農地の取組面積が増えたことによる増

　通勤や通学、通院、買い物など、市民の日常生活に必要不可欠な移動手段を維持・確保
するため、路線バスや乗合タクシー等の運行に対する支援を行う。（第2次上越市総合公共
交通計画に沿って、再編を実施した成果を検証する。）
      ・乗合タクシー運行事業者への市補助金ほか
＜予算増減の主な要因＞
　再編にあたり、定時便を増便し利便性を向上させたことに伴う運行業者への市補助金の
増

　化学肥料及び化学合成農薬の使用を地域慣行基準の5割以上低減する栽培と、併せて行う
地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い取組み及び有機農業の取組みを行う農業者
に支援する。
　　　・環境保全型農業直接支払交付金　4組織
＜予算増減の主な要因＞
　交付金の対象となる農地の取組面積が増えたことによる増

　市民の利便性の向上及び道路交通の円滑化に資するとともに、駅前トイレ、駐車場を適
切に管理し、利用者の安全性及び快適性を確保する。
　　　・トイレ清掃等業務委託、光熱水費ほか
＜予算増減の主な要因＞
　駅前駐車場改修等の終了に伴う工事費の減

　農業用施設の維持管理を行い、農業の持続的な発展と食料の安定供給を図る。
　　　・猿崩用水管理用道路ガードレール修繕、泉ため池・水上貯水池の維持管理
＜予算増減の主な要因＞
　堤体草刈り等管理委託料の増

　県営ため池等整備事業の負担金
　　　・泉ため池堤体盛土の土質改良調査
＜予算増減の主な要因＞
　県営事業負担金の増
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所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較事業名・事業内容

17 既設林道維持管理事業
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

1,061 1,501 △ 440

18 農村公園管理運営費
農林水産整備課
(板倉区産業Ｇ)

407 393 14

19 農業委員会活動費 農業委員会事務局 804 802 2

20 農業委員会事務局運営費 農業委員会事務局 45 45 0

21 観光振興対策事業
観光交流推進課
(板倉区産業Ｇ)

346 339 7

22 観光施設等整備事業
施設経営管理室
(板倉区産業Ｇ)

6,061 6,018 43

23 道路維持費
道路課

(板倉区建設Ｇ)
12,722 12,613 109

24 道路維持費(市道外側線の修繕)
道路課

(板倉区建設Ｇ)
927 926 1

25 道路管理総務費
道路課

(板倉区建設Ｇ)
0 946 △ 946

26 私道整備事業
道路課

(板倉区建設Ｇ)
0 1,000 △ 1,000

＜予算増減の主な要因＞
　令和3年度は中郷区事業無し

　道路損傷個所の修繕のほか、道路清掃・除草等の実施により、交通に支障を及ぼすこと
の無いよう市道を維持管理する。
　　　・道路等維持管理業務委託料、道路修繕工事費ほか

　区内観光施設の安全・安心な利用を確保するため、維持管理や施設整備を行うととも
に、豊かな自然と歴史文化に触れる場をいつでも提供できる状態とすることにより、観光
誘客と地域振興を図る。
　　　・泉縄文公園、桜並木、松ケ峯温泉源泉施設、松ケ峯公衆トイレの維持管理経費

　歩行者空間を確保し、走行車両と歩行者の安全を確保する。
　　　・外側線修繕工事費

　中郷区の観光地としての魅力を高めるため、松ケ峯の桜を始め区内の地域資源のＰＲを
行い、交流人口の拡大を図る。
　　　・中郷観光協会補助金

　安全で快適な公園環境を維持するため、農村公園4か所の維持管理を行う。
　　　・公園管理報償金、光熱水費ほか

　森林の整備・保全など林業経営の基盤として重要な役割を果たす林道について、維持管
理を適切に行い、安全な通行を確保する。
　　　・林道高床花房線除草、林道側溝清掃委託料
＜予算増減の主な要因＞
　側溝清掃委託料の減

　農業委員会に関する法律や農地法に基づき、所掌事務事業を適切に実施するとともに、
農業生産力の増進及び農業経営の合理化を図り、もって農業の健全な発展に寄与する。
　　　・消耗品費、郵送料

　農地法等の法令業務を処理するとともに農地利用の最適化を推進し、農業生産力の増進
及び農業経営の合理化を図り、もって農業の健全な発展に寄与する。
　　　・農業委員報酬　　　　　　　　35千円/月*12月＝420千円
　　　・農地利用最適化推進委員報酬　32千円/月*12月＝384千円

＜予算増減の主な要因＞
　令和3年度は中郷区事業無し
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所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較事業名・事業内容

27 除雪費
雪対策室

(板倉区建設Ｇ)
153,285 177,369 △ 24,084

28 消融雪施設管理費
雪対策室

(板倉区建設Ｇ)
30,778 40,511 △ 9,733

29 河川管理費
河川海岸砂防課
(板倉区建設Ｇ)

5,005 0 5,005

30 急傾斜地崩壊対策事業
河川海岸砂防課
(板倉区建設Ｇ)

2,000 1,800 200

31 公営住宅(さくらハイツ)管理運営費
建築住宅課

(板倉区建設Ｇ)
797 813 △ 16

＜市民生活・福祉グループ関係事業＞

32 ごみ収集運搬業務 生活環境課 25,061 24,990 71

※板倉区分含む

33 資源物分別収集事業 生活環境課 17,274 17,181 93

※板倉区分含む

34 生活環境美化対策事業(不法投棄物回収事業) 生活環境課 68 66 2

35 清掃総務管理費 生活環境課 47 47 0

　降雪期における市民の安全・安心を確保するため、消雪パイプや流雪溝などを維持管理
し、継続して施設を利用できる体制を整える。
　　　・消雪パイプ電気料、点検・修繕経費
　　　・消雪パイプ更新(市道岡沢中央線　岡沢地内)(8,800千円）
　　　　※ 特定防衛施設周辺整備調整交付金充当(8,620千円)
　　　・その他消雪パイプの維持管理経費
＜予算増減の主な要因＞
　消雪井戸工事費の減（市屋地内）

　家庭ごみ(燃やせるごみ、燃やせないごみ)の収集運搬及び中間処理を適正に行うことに
より、生活環境の保全を図る。
　　　・ごみの収集運搬業務委託料、ごみ集積施設設置費補助金

　循環型社会の形成に向け、分別収集した資源物の再資源化を推進する。
　　　・資源物収集運搬業務委託料、　生ごみ収集運搬業務委託

　河川の機能が良好な状態を保つよう維持管理を行う
　　　・十三石川浚渫工事
＜予算増減の主な要因＞
　新規事業

　冬期間の道路交通を確保するため、除雪機械による除雪を行い、市民生活の安全・安心
を確保する。
　　　・除排雪委託料、除雪車の維持管理費ほか
＜予算増減の主な要因＞
　備品購入費の減（除雪ドーザ1台）

　上越市不法投棄防止情報連絡協議会等や市民・事業者・行政機関と連携し、不法投棄の
未然防止対策の検討や監視、改修作業を実施する。
　　　・不法投棄回収業務委託料ほか

　各種団体の活動への支援等を通じて、市内の生活環境の保全を図る。
　　　・地区衛生活動補助金

　急傾斜地(江端地内)の崩壊による災害を予防するため、新潟県が実施する急傾斜地崩壊
対策事業費の一部を負担する。
　　　・急傾斜地崩壊対策事業負担金

　公営住宅の維持管理を適切に行い、住宅の延命化を図り居住環境の維持を行う。
　　　・営繕修繕料、施設点検、除草委託料ほか
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所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較事業名・事業内容

36 一般廃棄物最終処分場の管理 生活環境課 1,293 5,721 △ 4,428

37 鳥獣保護管理事業(大型野生鳥獣の出没抑制対策) 環境保全課 1,335 1,391 △ 56

38 敬老祝賀事業(敬老会の開催) 高齢者支援課 1,042 1,026 16

39 老人クラブ助成事業 高齢者支援課 1,118 1,210 △ 92

40 生きがいと健康づくり推進事業(シニアスポーツ大会) 高齢者支援課 110 77 33

41 一般介護予防事業(すこやかサロン) 高齢者支援課 4,653 4,170 483

42 ふれあいランチサービス事業 高齢者支援課 4,187 3,290 897

43 保健相談センターの管理運営 健康づくり推進課 1,855 1,865 △ 10

44 児童遊園管理運営費 こども課 174 174 0

　高齢者が気軽に集い交流を行うことにより、閉じこもりや心身の機能低下を予防し介護
予防につなげる。
　　　・通いの場(すこやかサロン)等業務委託料
＜予算増減の主な要因＞
　報酬単価見直しに伴う予算額増

　ひとり暮らし高齢者等にバランスのとれた食事を提供するとともに、配達時に直接手渡
すことにより定期的な安否確認を行い、高齢者等が健康で自立した生活ができるよう支援
する。
　　　　・ランチサービス事業委託料
＜予算増減の主な要因＞
　配食見込み数の増（4,827食→6,193食）

　地域住民の自主的な保健活動の場として施設環境を維持し、市民の健康増進を推進す
る。
　　　・施設管理経費、光熱水費ほか

　住宅地周辺におけるクマやイノシシの目撃件数が増加傾向にあることから、電気柵を継
続して設置し、人身被害の防止を図る。
　　　・草刈業務委託料ほか
＜予算増減の主な要因＞
　草刈業務委託料の減

　長年にわたり地域に貢献してきた高齢者へ、市と地域が感謝の意を表し、長寿を祝福す
るとともに、敬老会を実施することで、地域や参加者同士の交流、高齢者の閉じこもり予
防を図る。
　　　・地区敬老会開催委託料（新型コロナウイルス感染対策のため敬老会を中止し祝品
贈呈に変更
　　　　した場合は「敬老祝賀委託」に切り替え、委託料は上限額1,300円/人とする。）
＜予算増減の主な要因＞
　要求対象者数の増（単価1,300円は据置き、要求対象者数789人→801人）

　老人クラブの各種活動を通し、会員同士の交流を深め高齢者福祉の増進を図る。
　　　・老人クラブ連合会、単位老人クラブへの補助
＜予算増減の主な要因＞
　会員数の減に伴う予算額減

　スポーツや趣味活動などを通し、高齢者同士の交流や市民との交流を深め、高齢者の健
康増進と生きがいづくりに寄与する。
　　　・シニアスポーツ大会開催委託料
＜予算増減の主な要因＞
　競技内容の見直しに伴う予算額増

　しなのわたし最終処分場廃止後の適正管理を行う。
　　　・施設管理経費、光熱費、排水配管切替工事、電力負荷減設工事
＜予算増減の主な要因＞
　施設廃止による経費の減

　児童に健全な遊びの場を提供し、地域における子育てを支援する。
　　　・児童遊園管理報償費（8か所※野林児童遊園は直営）

5



所管課
R3年度
事業費

R2年度
事業費

比較事業名・事業内容

45 公立保育園管理事業 保育課 5,939 316 5,623

46 通園バス運営事業 保育課 4,802 8,812 △ 4,010

47 経塚斎場使用料補助金 福祉課 880 896 △ 16

48 中郷霊園管理運営費 福祉課 415 364 51

＜教育・文化グループ関係事業＞

49 はーとぴあ中郷の管理運営費 社会教育課 17,678 16,791 887

50 生涯学習センター(片貝縄文資料館)の管理運営費 社会教育課 4,500 4,602 △ 102

51 公民館事業 社会教育課 544 626 △ 82

52 博物館(岡沢博物館収蔵庫)管理運営費 総合博物館 1,884 2,081 △ 197

53 一般スポーツ活動推進事業 スポーツ推進課 795 795 0

54 地域スポーツクラブ育成事業 スポーツ推進課 100 100 0

　地域に根差したスポーツ活動を推進するため、地域住民が主体となって生涯スポーツを
実践する総合型地域スポーツクラブの活動を支援する。
　　　・総合型地域スポーツクラブ活動支援補助金

　児童の通園に係る保護者の負担軽減を図るため通園バスを運行する。
　　　・通園バスの運行に係る経費
＜予算増減の主な要因＞
　通園バスの更新が完了したことによる減

　スポーツを通じて、市民一人ひとりが明るく健やかな生活が送れるよう、市民の健康と
体力の増進を図る。市民と行政が協働して、市民のスポーツ活動を支援する。
　　　・中郷体育祭補助金、松ケ峯トリムマラソン補助金、歩くスキーとＸＣスキー大会
補助金

　経塚斎場を利用する中郷区の住民に対する使用料補助金について、斎場使用料の均衡を
図るため、補助金を交付する。
　　　・経塚斎場使用料補助金

　市民の教養と文化の向上及び生涯学習の振興を図り、魅力ある地域社会の形成に資する
ため、施設の管理運営を行う。
　　　・施設管理経費、営繕修繕、光熱水費ほか
＜予算増減の主な要因＞
　　レッスン室エアコン更新、事務室エアコン更新、網戸修繕分の増

　公設霊園の適正な管理を行い、公衆衛生の向上を図る。
　　　・施設管理経費、光熱水費ほか
＜予算増減の主な要因＞
　施設管理委託料の増

　将来に残すべき歴史的資料の発掘、収集に努め、統一・体系的に整理するとともに、適
切な保存管理と活用を図る。また、施設の適正な維持管理を行う。
　　　・施設管理経費、営繕修繕、光熱水費ほか

　地域における生涯学習活動及び生涯スポーツ活動を促進するため、生涯学習センターの
管理運営を行う。
　　　・施設管理経費、営繕修繕、光熱水費ほか

　「学びの輪が　人をはぐくみ　地域を支えるまち」をキーワードに、市民の学びの和か
ら次世代に地域活動の担い手となるような人材を育むことを目標とした事業を中心に実施
する。
　　　・各種講座の実施に係る経費、生涯学習フェスティバル補助金ほか
＜予算増減の要因＞
　公民館事業の見直しによる減

　就労、病気その他の理由により、日中、家庭において保育することができない保護者に
代わって児童を保育し、保護者が安心してこどもを預けられる環境を整える。
　　　・保育園施設の修繕に係る経費
＜予算増減の主な要因＞
　空調設備修繕による増
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55 中郷総合体育館等の管理運営 スポーツ推進課 9,337 8,842 495

56 体育施設整備事業 スポーツ推進課 26,332 37,818 △ 11,486

57 スクールバス等運行事業 学校教育課 29,713 8,391 21,322

58 小学校通学援助費 学校教育課 103 52 51

59 中学校通学援助費 学校教育課 119 160 △ 41

60 小学校市単独事業 教育総務課 460 11,957 △ 11,497

61 小学校教材費 学校教育課 1,364 0 1,364

62 学校体育施設開放事業 スポーツ推進課 51 51 0

合計 576,198 558,152 18,046

　小学校教育に必要な教材・備品を整備する。
　　　・高額教材備品購入
　　　　（中郷小学校ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ1台1,205、野外ｴﾊﾞｰﾏｯﾄ1枚（屋内転用）159）（1,364千円）
＜予算増減の要因＞
　スノーモービル1台、野外ｴﾊﾞｰﾏｯﾄ1枚購入に伴う増

　小・中学校の体育施設を活用し、青少年の健全育成及び地域スポーツ等の活動を支援する。
　　　・鍵管理人謝礼

　すべての市民が生涯にわたってスポーツを楽しみ、生きがいを持って暮らせるまちづく
りを推進するため、競技スポーツと生涯スポーツの振興を目的とした地域のスポーツ・レ
クリエーション拠点として、適切な維持管理を行う。
　　　・受付・周辺維持管理委託料、施設維持管理経費、光熱水費ほか
＜予算増減の主な要因＞
　屋外トイレ壁修繕、グラウンド整地器具購入に伴う増

　経年劣化した小学校施設の整備・改善を図る。
　　　・中郷小学校 給食室エアコン入替工事
＜予算増減の要因＞
　体育館屋根塗装工事完了に伴う減

　経年劣化した体育施設の整備・改善を図る。
　　　・中郷総合運動公園屋外トイレ洋式化工事　579千円
　　　・中郷総合運動公園屋外運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ内野改修工事  440千円
　　　・中郷総合体育館照明設備LED改修工事　25,278千円
　 　　 　　※ 特定防衛施設周辺整備調整交付金充当（24,600千円）
＜予算増減の要因＞
　工事の完了による減（中郷総合体育館駐車場改修、中郷総合体育館照明制御盤改修、中
郷屋外運動場改修）

　冬期間、遠距離通学をする生徒の通学費を助成し、保護者の経済的負担の軽減を図る。
　　　・定期購入費、自家用車送迎補助金（対象者見込：15人）

　児童生徒の通学支援のためスクールバスを運行し、遠距離通学する児童生徒の負担解消
と安全確保を図る。
　　　・運行委託料、バスの維持管理経費
　　　・スクールバス2台更新（21,598千円）
 　　 　　※ 特定防衛施設周辺整備調整交付金充当（21,160千円）
＜予算増減の主な要因＞
　スクールバス2台更新に伴う増

　遠距離通学をする児童の通学費を助成し、保護者の経済的負担の軽減を図る。
　　　・定期購入費補助金（対象者見込：6人）
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